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と
す
る
「
海
の
京
都
観
光
圏
」
が
観
光
庁
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
圏
は
、
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
、

地
元
の
幅
広
い
資
源
を
活
用
し
て
魅
力
を
高

め
、
観
光
客
が
2
泊
３
日
以
上
の
滞
在
交
流

型
観
光
を
で
き
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
も
の
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
国
内
外

か
ら
選
好
さ
れ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
観
光
都
市
」

と
し
て
の
地
位
を
築
け
る
よ
う
交
流
人
口
の

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
　

　

京
都
舞
鶴
港
の
活
用

　
対
岸
諸
国
と
の
経
済
交
流
の
拡
大
や
ま
ち

の
発
展
の
た
め
に
は
、「
海
・
港
」
の
活
用

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
国
・
府
と
連
携
し

た
京
都
舞
鶴
港
の
整
備
と
振
興
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
舞
鶴
港
に
お
け
る
昨
年
の
コ
ン
テ
ナ

貨
物
取
扱
量
は
６
，
９
０
６
個
と
過
去
最
高

を
記
録
。
舞
鶴
国
際
ふ
頭
で
は
、
岸
壁
延
伸

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
上
屋
の
建
設

も
進
む
な
ど
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
目
指

し
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
ふ
頭
で
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
に
対
応
す
る
た
め
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
（
水
深

を
深
く
す
る
工
事
）
や
係
留
施
設
が
整
備
さ

れ
、
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港
す
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、「
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
交

流
す
る
関
西
経
済
圏
の
日
本
海
側
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「交流人口 300 万人・
経済人口 10 万人のまち」舞鶴を目指して

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
さ
ら
な
る
誘
致

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
の
３
回
、
昨
年
度
の
７
回
に
対
し
、

今
年
度
は
15
回
と
過
去
最
高
の
寄
港
予
定
で
あ

り
、
マ
イ
ア
ミ
（
米
国
）
や
上
海
（
中
国
）
な

ど
国
内
外
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
誘
致
活
動
が

着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
海

か
ら
の
交
流
人
口
は
１
万
人
を
超
え
る
見
込
み

で
あ
り
、
昨
年
受
賞
し
た
ク
ル
ー
ズ
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
特
別
賞
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う

本
市
全
体
で
お
も
て
な
し
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
京
都
舞
鶴
港
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
さ
ら
な
る
誘
致
を
行

う
と
と
も
に
、
経
済
波
及
効
果
が
高
い
と
さ
れ

る
起
点
港
化
・
母
港
化
に
向
け
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
ふ
頭
に
は
、「
ク
ル
ー
ズ
船

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で

　

海
フ
ェ
ス
タ
京
都
の
開
催

　
市
で
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、

７
月
19
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
16
日
間
に

わ
た
り
、
本
市
を
中
心
と
す
る
京
都
府
北
部

５
市
２
町
に
お
い
て
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
海
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
「
海
の
日
」
に
合
わ

せ
て
、
毎
年
、
全
国
の
主
な
港
湾
都
市
で
開

催
さ
れ
る
日
本
最
大
級
の
海
の
祭
典
で
す
。

　
期
間
中
は
、
海
の
総
合
展
や
船
舶
の
一
般

公
開
、
地
域
の
特
産
品
や
グ
ル
メ
の
販
売
、

音
楽
ラ
イ
ブ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
記
念
花
火
な
ど
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

と
西
港
周
辺
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し

た
海
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
５
市
２

町
全
体
で
１
３
４
万
人
も
の
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
、
成
功
裡
に
幕
を

下
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
の
開
催
は
、「
海
の

京
都
」・「
京
都
舞
鶴
港
」
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
全
体
の
お
も
て

な
し
で
観
光
客
を
歓
迎
し
、
多
く
の
人
々
の

往
来
に
よ
る
地
域
間
交
流
が
図
ら
れ
、
交
流

人
口
の
増
大
に
寄
与
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
ま
い
づ
る
ま
ち
博
」
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

回
遊
を
商
店
街
な
ど
へ
拡
大
し
、
観
光
消
費

の
増
加
に
結
び
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
海
の
京
都
観
光
圏
」
の
認
定

　
本
年
７
月
に
、
全
国
で
10
地
域
の
観
光
圏

の
一
つ
と
し
て
、
府
北
部
５
市
２
町
を
区
域

あ
り
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
環
状
化

と
併
せ
、陸
路
、海
路
を
通
じ
た「
人
流
」・「
物

流
」
の
大
交
流
が
始
ま
る
平
成
27
年
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
に
向
け
、
今
後
と
も
国
・
府

と
の
連
携
の
も
と
、
京
都
舞
鶴
港
の
さ
ら
な

る
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な

道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
７

月
20
日
に
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
（
約
１
６
２

㌔
㍍
）
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
北
陸
自
動
車
道
や
名
神
高
速
道
路
、
中
国

自
動
車
道
と
一
体
と
な
っ
た
高
速
道
路
の
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
。
併
せ
て
本
年
度

中
に
は
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す

る
予
定
で
あ
り
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
に
伴
う
時
間
短
縮
に
よ
る
本
市
へ
の

交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

シリーズ市政の「今」

シリーズ市政の
「今」
第 13 回

経済人口 10 万人

　

観
光
入
込
客
数
増
へ
の
取
り
組
み

　
都
市
基
盤
の
整
備
を
行
う
一
方
で
、
観
光

の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
観
光
戦
略
拠
点

で
あ
る
「
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
」
を
中
心
に
、

豊
か
な
観
光
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
な
が
ら
、

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
発
信
力

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
観
光
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
に
基
づ
く
観
光
振
興
施
策
の
展
開

で
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
の
観
光
入
込
客
数
は
、
１
８
３

万
人
で
、
平
成
24
年
度
の
１
６
１
万
人
か
ら

着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
本
年
に
お
い
て
も

２
２
０
万
人
を
目
標
に
観
光
消
費
の
増
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
人
口
10
万
人
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
定
住
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経

済
の
落
ち
込
み
が
課
題
と
な
る
中
で
、
定
住

人
口
の
減
少
を
観
光
客
な
ど
の
交
流
人
口
の

地
域
消
費
額
の
拡
大
に
よ
っ
て
補
う
新
た
な

将
来
目
標
「
経
済
人
口
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
在
の
本
市
の
定
住
人
口
に
、

交
流
人
口
が
も
た
ら
す
地
域
消
費
額
か
ら
算

出
さ
れ
た
定
住
人
口
換
算
数
を
加
え
た
新
た

な
人
口
フ
レ
ー
ム
で
、
経
済
的
な
視
点
も
含

め
、
舞
鶴
市
の
人
口
を
10
万
人
規
模
と
す
る

都
市
像
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
今
後
、「
経
済
人
口
10
万
人
」
の
将
来
目

標
に
向
け
て
、
定
住
人
口
の
維
持
、
交
流
人

口
の
増
加
、
地
域
消
費
の
よ
り
一
層
の
拡
大

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

舞
鶴
西
IC

綾部JCT

敦賀JCT

米原JCT

福井北

北
陸
自
動
車
道

吉川JCT
大山崎JCT

名神
高速
道路

新名神高速道路
神戸JCT

吹田JCT
第二京阪道路

京滋
バイパス

中国
自動車道

京都縦貫自動車道

舞
鶴
東
IC

大
飯
高
浜
IC

小
浜
西
IC

小
浜
IC

若
狭
美
浜
IC

若
狭
三
方
IC

若
狭
上
中
IC

国内全体の人口減少が進む中、本市においては、活力あるまちづくりを推進していくため
に、今後とも引き続き定住人口の減少を抑制するための各種定住促進策に取り組んでいき
ます。加えて魅力ある地域資源を最大限に活かして「人」「モノ」の流れをさらに活発に
することにより、交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることが大切です。シリーズ市
政の「今」第 13 回は、交流人口の増加をまちの活性化につなげ「交流人口 300 万人・経
済人口 10 万人のまち」舞鶴を目指すまちづくりについてお知らせします。

▲本市をとりまく高速道路ネットワーク ▲海フェスタ京都で寄港した練習帆船「海王丸」のセ
イルドリルを見る来場者（７月26日＝京都舞鶴港西港）

経済人口の考え方
定住人口＋交流人口（定住人口換算）＝『経済人口』

定住人口
1 人当たり年間消費額

124 万円
地域消費額 約 70%

86 万円

90,000 人

85,000 人

80,000 人
Ｈ 25 年 Ｈ 30 年

86,011 人
84,000 人

200 万人　⇒　300 万人交流人口

  80 億円　⇒　150 億円
（ 4,000 円　⇒　5,000 円 ）

地域消費額
（消費単価）

  9,300 人　⇒　17,400 人定住人口換算

Ｈ 25 年 Ｈ 30 年

9,300 人

Ｈ 25 年 Ｈ 30 年

5,000 人
10,000 人
15,000 人

20,000 人 17,400 人

0 人

定住人口換算

《現状（平成 25 年時点）》

定住人口 約 86,000 人

交流人口 約 200 万人

地域消費額 約 80 億円

1 人当たり消費額 約 4,000 円

定住人口換算 約 9,300 人

経済人口 約 95,300 人

《将来（平成 30 年）》

定住人口 約 84,000 人

交流人口 約 300 万人

地域消費額 約 150 億円

1 人当たり消費額 約 5,000 円

定住人口換算 約 17,400 人

経済人口 約 101,400 人 ▲海フェスタ京都「海の総合展」でにぎわう赤れんが
パーク（７月 20 日）

平成 26 年 7 月開通

平
成
26
年
度
中
の

開
通
予
定

▲京都舞鶴港西港に寄港した大型クルーズ客船「ダイヤモンド・
プリンセス」（７月 21 日）

▲観光戦略拠点の赤れんがパーク


